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ります。 

 ただ、現在のところ、個人のお客様は何人か

いらっしゃってますけども、団体っていうのは

ほとんどいらっしゃっておりません。ここ去年、

おととしあたりからの２年の実績、ことしも含

めて、実績ですと、台湾とフィリピンとタイで

すかね、のほうからフラワー長井線と、団体は

飯豊の冬のスノーモービル等々でいらしてる程

度で、桜のほうを見にいらっしゃる方もいたと

しても、本当、通過するだけということでござ

いまして、そうじゃなくて、やはり私どもとし

ては、最低１泊２日、あるいは２泊３日ぐらい

で、長井中心とした２市２町を観光商品に組み

入れていただくように営業活動を行っておりま

す。 

 その一番の今現在、営業してるのは台湾でご

ざいまして、やまがたアルカディア観光局では、

ことしから３年間、議会からもご承認いただい

て、地方創生の推進交付金を使わせていただい

てます。ことし台湾にやまがたアルカディア観

光局の出張所を設けて、現地の方を契約する会

社のほうで雇用していただいて、私どもの地域

の観光をその旅行会社の商品に組み入れて営業

していただくということで契約を間もなく行う

ところでございます。 

 やまがたアルカディア観光局は第二種の旅行

業の資格を持っておりますけども、これ、国内

でのいろんなところでの商品をつくって、販売

はできるんですけども、海外のほうは第一種で

ございまして、第一種はかなりハードルが高い

ので、したがって、私どもで商品を直接売れな

いんですね。ですから、外国の旅行会社と提携

して商品に組み入れていただくということなも

んですから、今後、まずは台湾、ことしからや

っておりますが、来年は私どものほうにも東京

オリパラでアフター、オリンピック・パラリン

ピックということで、ドイツであったり、私ど

もの友好都市のバードゼッキンゲン、中国の双

鴨山市、あとはリヒテンシュタイン、タンザニ

アとか、そういった国々の方々に来ていただく

商品づくりをしてまいりますので、その商品を

個人客とか小グループにも買っていただけるよ

うにいろいろ営業努力をしていくという考えで

おります。終わります。 

○平 進介議長 ８番、内谷邦彦議員。 

○８番 内谷邦彦議員 ありがとうございました。 

 インバウンドに関しては、ぜひ来ていただけ

るような体制をやっぱり今後つくっていただか

なきゃいけないと思いますし、そのためにやっ

ぱり言葉というのが一番ひっかかってくる部分

ではあると思いますので、その辺に関しても今

後、対応をよろしくお願いしたいと思います。 

 以上で私の質問は終わります。ありがとうご

ざいました。 

○平 進介議長 ここで暫時休憩いたします。再

開は午後３時10分といたします。 

 

 

   午後 ２時４９分 休憩 

   午後 ３時１０分 再開 

 

 

○平 進介議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 鈴木富美子議員の質問 

 

 

○平 進介議長 次に、順位５番、議席番号10番、

鈴木富美子議員。 

  （10番鈴木富美子議員登壇） 

○１０番 鈴木富美子議員 本日最後の５番目の

清和長井の鈴木富美子です。皆さんお疲れでは

ございますが、最後までお聞き願いたいと思い
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ます。 

 暑い暑いと言っていた夏もいつの間にか通り

過ぎ、過ごしやすい季節になりましたと前文を

考えてまいりましたが、こんなにきょうはちょ

っと全然合わない話でありました。 

 私は、７月の25日から８月３日まで、2020年

に開催するオリンピック・パラリンピックのホ

ストタウンであるタンザニア連合共和国に、市

長を代表とした訪問団の一般市民の一人として

訪問してまいりました。タンザニア連合共和国

の最大都市であるダルエスサラームに着いて最

初に驚いたのは、大都会であるということです。

高層ビルが立ち並び、車両は渋滞になるほどの

台数、ラウンドアバウトの交差点は大渋滞。し

かし、ルールがあるのかないのか、また、歩道

のような道路は土煙の道路、何というか、ばん

ぼこりがいっぱい立ってました。そして、そこ

にはいろいろな露天商というか、ローカル市場

というか、多くの店が延々と続き、その周りに

は多くの人々であふれていました。どんな生活

をしているのだろうかと思いながら、車窓から

考えさせられるものがありました。社会インフ

ラの整備、高速鉄道の整備など、まだまだおく

れていて、これからの整備に期待されるもので

はないでしょうか。 

 また、保育園、小学校、中学校、高等学校に

も訪問させていただきました。子供たちのきら

きらした目はとても印象的で、子供たちの純粋

な気持ちは、国を超えて伝わることも知りまし

た。 

 しかし、学校に通学してくる子供はごく一部

で、勉強したくても学校に通学できない子供の

数が多いと聞きました。教育環境の整備もまだ

まだ整っていませんが、今後、少しでも整備さ

れることに希望を持ち、子供たちの限りない能

力が生かされることに期待したいと思います。 

 このたび同行した中学３年生のお二人も一緒

におりました。彼らにとって、発展途上国の印

象はどうだったのでしょうか。私にとって、今

回の訪問は、これから先を見据えた交流に、大

いに寄与するものであってほしいと願うもので

あります。 

 国全体が平和で人口が多ければ、今後の経済

の発展、教育文化の向上に期待するとともに、

高度な身体能力と心優しい人々の成長に期待し

たいと思います。 

 日本に生まれて長井市で生活できる今の自分

は、幸せなんだなと心から思ったと同時に、食

事ができて当たり前、食事を残して当たり前の

自分を戒めたところです。 

 オリンピック・パラリンピック後のタンザニ

ア連合共和国とどのようにかかわっていくのか、

国際交流はどのように進めていくのか、皆さん

で知恵を絞り、これからの長井市に大いに寄与

すべきだと思います。 

 それでは、９月定例会の質問に入りたいと思

います。 

 今回は、長井市第５次総合計画（後期基本計

画）の子育て支援分野について質問をさせてい

ただきます。 

 子育て支援の事業目標として、「安心して子

どもを産み育て、子どもが健やかに成長できる

まち」と掲げております。 

 子育て支援については、子育て推進課、福祉

あんしん課、健康課、そして、教育委員会によ

って、ワンストップサービスに力を注いでいた

だき、切れ目のない支援に努力していただいて

いることに感謝したいと思います。 

 このたびの質問は、児童発達支援についてお

聞きしたいと思います。 

 第１項目に、児童発達支援事業所である、長

井市すみれ学園について、お伺いいたします。 

 現在の場所である、長井市清水町、旧長井市

清水保育園跡地に移転した経過を子育て推進課

長にお伺いいたします。 

 平成24年児童福祉法の改正により、指定障が
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い児通所事業として、山形県より委託を受け、

児童発達支援事業所として、より身近な地域で

の質の高い支援を必要とする児童が、療育を受

けられる場を提供しているとお聞きしています。

近くには、清水町にあるＮＰＯ法人あゆむ、金

曜日、土曜日、日曜日のみサービスの提供をし

ている飯豊町のデイサポートひらすび等があり

ます。長井市すみれ学園を利用されているお子

さんの人数、または他市町村からの利用者はお

られるのか、子育て推進課長にお伺いしたいと

思います。 

 長井市すみれ学園のパンフレットによります

と、個別支援・家族支援・集団支援・地域連

携・生活習慣支援と多くの支援事業が掲げられ

ておりますが、個別支援・集団支援・生活支

援・家族支援はどのような支援をしているのか、

また、地域連携とはどのようなことをしている

のか、具体的な例があればお聞かせください。 

 ほかに保護者会や保護者研修会を行っている

とお聞きしますが、どのような内容なのでしょ

うか、子育て推進課長にお伺いいたします。 

 次に、長井市すみれ学園の施設についてお伺

いいたします。 

 前段で話をさせていただきましたが、旧長井

市清水保育園跡地に越してこられたわけです。

施設としては、昭和42年建築したもので、約50

年前の施設であり、耐震基準に満たない建物で

はないでしょうか。 

 先日の地震により、トイレのタイルの壁に亀

裂が入り、とても危険な状態になっております。

また、入り口の階段の段差、教室の古さ、トイ

レの使い勝手の悪さや子供用トイレがないなど、

問題が多々あります。子供たちを安心して預か

る状況ではないように思います。この現状を、

厚生参事はどのようにお考えでしょうか、お聞

かせください。 

 こういった状況を考えたとき、新庁舎が完成

した後の保健センターの跡地利用についてお伺

いいたします。 

 健康課については、本庁舎に移転する予定と

思います。その後の保健センターの使用につい

て、市長はどのように考えているのかお聞きい

たします。 

 例えば長井市すみれ学園で使用するという考

えはございませんでしょうか。多少、修繕や改

修が必要かと思いますが、現在、登園してくる

子供たちのことを考えた場合、駐車場の問題や

さまざまな問題が、今の状況より安全に過ごせ

るのではないでしょうか。いかがでしょうか。 

 第１項目の最後ですが、長井市すみれ学園の

今後の運営について市長にお聞きいたします。 

 先日、登園しているご父兄からの意見書を見

せていただきました。その中から抜粋してお話

をさせていただきますが、長井市は、他の市町

村に比べると障がい児保育や気になる子供の支

援について真剣に取り組んでくれている、長井

市すみれ学園があるので移住も考えたい、また、

長井市で運営しているので信頼している、そん

なご意見も出ています。このご意見に、市長は

どう捉えますでしょうか。 

 障がいのある人もない人も幸せに暮らせる長

井、これこそが子育てに優しいまちづくりの原

点ではないでしょうか。子供の人口は減ってい

ますが、多様化している子供たちに寄り添って、

それぞれの個性を伸ばし、温かいかかわりで育

った子供たちが巣立っていくとき、いつかはふ

るさとに、あるいは遠く離れていてもふるさと

のために何かしてあげたいという、長井の心を

大切にしていくべきだと思います。そんな思い

を含め、今後の長井市すみれ学園の方向性を改

めて市長にお伺いいたします。 

 第２項目は、寺泉に建設したバイオマス発電

所についてお聞きしたいと思います。 

 この施設は、山形県の誘致企業を長井市が受

け入れた工場です。山形県の「やまがた森林

（モリ）ノミクス」の一環であり、森林資源の
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活用と地元からの雇用創出で地域の活性化に大

いに期待できるものでした。 

 発電所が稼働してから２年となり、順調に営

業していると思っていました。ところが、昨年

の秋ごろから、地元住民から騒音やにおい等の

苦情が寄せられました。この件についてお聞き

したいと思います。 

 初めに、市民課長にお聞きいたします。 

 この苦情について、長井市のほうにはいつご

ろからこのような話があったのか、どのような

内容だったのか、具体的にお聞かせください。 

 苦情が寄せられたことで、地元への説明等、

どのように対処したのか、その対処によって改

善は見られたのかも含めて、市民課長にお伺い

いたします。 

 この件については、バイオマス発電所におい

ても、いろいろな手だてをしていただいていま

す。しかしながら、地元地区民の方はまだ納得

はできないとのことです。お互いに納得できる

対応について、誘致企業を受け入れた長井市と

してできることがあるのか、市長の考えをお聞

きいたします。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。明確なご答弁、よろ

しくお願いいたします。 

○平 進介議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木富美子議員のご質問にお答

えいたします。 

 私のほうから、２項目についてご質問、ご提

言をいただきましたので、順次、お答えしたい

と思いますが、まず最初に、子供が健やかに成

長できるまちを目指して、障がい児保育に取り

組む今後の姿勢について問うということで、い

ろいろご提言をいただきました。 

 ２点ほど、この項目でも私のほうからお答え

しなきゃいけないんですが、まず最初に、この

すみれ学園については、実は私も大変思い入れ

がありまして、もう今では議会の中で議員とし

て私ども長井市が財政再建で大変苦しい、もう

一番のつらい時期、今では蒲生光男議員しかい

らっしゃいませんけども、平成13年から17年ま

では、財政再建５カ年計画ということで、まず

取り組みました。当時の目黒市長のときです。

これはこれで大変な苦労があったわけですけど

も、そして、その後、集中改革プランというこ

とで、これが本当の行革の苦しい最たるものだ

ったと思いますが、その中で、この計画につい

ては市民の皆様からの代表の方のご意見やら、

あとは市のほうで行革委員会のご意見などをま

とめて、施策として国等々に提出したものでご

ざいますけども、その中で、すみれ学園は廃止

ということで真っ先にうたってありました。同

時に、５つの児童センターのうち、伊佐沢児童

センターも廃園、統合すると、こういうことで

ございましたけども、私はちょっと疑問に感じ

まして、まず伊佐沢の児童センターについては、

そうしますと、伊佐沢の子供だけが、伊佐沢の

地区だけがほかの地域に行かなきゃいけなくな

ってしまうということで、こちらは保護者の

方々と相談して何とか残すということで、私も

市長に就任したばっかりで、大変、幹部職員か

らは反対されましたけども、何とかそれを納得

していただいて、今日残してきたと。 

 本当につらかったのはすみれ学園でございま

した。こちらについては、西置賜も、ほかの市

町村どこもないと。長井だけ、こんな状況の中

でやってる必要はないということで、当時２人、

子供が通園なさってて、でも、いるのだから、

この子供たちじゃあどこにお世話になるんだと

言ったとき、米沢に行かざるを得ないというこ

とで、これはもっと慎重にしなきゃいけないん

じゃないかということで、様子を見ようという

ことで、とりあえずは先送りしまして、結果と

して、その後も３人、４人と何とか通園するお

子さんが信頼してくれて通っていただいたので、

これも何とか幹部職員に納得していただいて、
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残すということにしました。 

 先日、鈴木議員からもありましたように、す

みれ学園の保護者会の代表の方から意見書をい

ただきました。時間もないので、余り長々と話

せないんですが、簡単にちょっと読んでみます

と、「いつも私たちの子供たちがすみれ学園で

大変お世話になりありがとうございます。先生

方の丁寧なかかわりのおかげで、子供たちはも

ちろんのこと、私たち親も心が救われ、感謝し

てもし切れないほどです。私の息子はいつ何が

起こるかわからないほど障がいを抱えています。

つまり命がけです。また、違うお母さんは息子

さんの発達障がいの疑いで、ノイローゼになる

くらい悩んでいます。重い自閉症の子供さんも

います。さまざまな障がいがあって、ここ、す

みれ学園で療育を受けています。しかし、いま

だに母親の子育てのせいや環境のせいにする大

人が後を絶ちません。生まれ持ってきたもので

あることを理解できない方もいます。悲しい現

状です。先日、すみれ学園在園の親同士で集ま

り、意見をまとめました。私たちは一人でも多

くの子供たちが大人になってから、生まれてき

てよかったと思ってもらえるよう心から願って

子育てをしています。すみれ学園が存在するこ

とで、どれだけの家族が、また周りが救われて

きたか、私たちは実感しています。今後も子供

たちにできることは何でもしていきたいと思っ

ています。明るい希望や未来を願い、意見書を

提出いたします。」ということで、いろいろな

ご意見をいただいたところでございます。 

 先ほど、その一部を鈴木議員からも教えてい

ただきましたけれども、そもそもこのすみれ学

園、後ほど、加藤子育て推進課長のほうからも

詳しくあると思いますが、昭和54年に花作町に、

心身障がい児小規模通園施設として新築、開所

いたしました。開所につきましては、養護学校

の義務教育化に伴いまして、約7,000人の設置

陳情の署名を受けて、市が決定したものである

ということでございました。 

 そんな中で、今、すみれ学園が以前の花作町

の施設が大変古くて狭いということで、清水町

に移ったわけですが、これは議員ご指摘のとお

り、耐震度にも大変問題がありまして、これは

早急に改善しなきゃいけないというふうに思っ

ているところです。 

 ただ、ありがたいことに、今、市の嘱託ある

いは定時補助職員として、子供たちを見ていた

だいてる先生方、本当に熱心で献身的な療育と

いいますか、それらについて頭が下がる思いで、

そのおかげですごく子供たちが、親たちが安心

して、現在は20名近くいらっしゃるということ

でございますので、私どもも真剣に今後どうす

るかということを、実は５年ほど前からいろい

ろ考えているところでございます。 

 お尋ねの最初、新庁舎完成後、現在の保健セ

ンターを長井市すみれ学園の施設にできないか

というようなご提案でございます。 

 実は、新庁舎完成後も、現在の保健センター

は健康機能と休日診療所の機能はそのままとな

りますので、完成後も当分の間、使用を続ける

ことになりますので、結論から言いますとすぐ

にすみれ学園で使用することは難しいと思いま

す。確かに場所は静かなところですし、今の市

の施設の中では一番新しいところなんですよ。

平成４年に建てたところでございます。 

 新庁舎を建設の後、グンゼさんから譲ってい

ただいた駐車場という表現しているところに、

保健センターを新築するつもりでおります。庁

舎と保健センターは一緒に建てられないんです

ね。補助対象にもならないのと同時に、例えば

休日診療所なんかも行ってますから、いろんな、

院内感染というわけじゃないんですけども、そ

ういう問題があるんで、新たに建てるというこ

とで、多分２年後に完成して、その後、二、三

年後ぐらいにつくれたらなというふうに思って

いるところです。 
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 すみれ学園の今後の方向性について、どのよ

うに考えるかということなんですけども、鈴木

富美子議員おっしゃるとおり、第５次総合計画

で、長井市で安心して子供を産み育て、子供が

健やかに成長できるまちづくりを掲げておりま

して、中でも教育と子育ての事業に力を入れて

いる私どもとしては、やっぱり早急にその対応

が求められてると。ただし、すみれ学園を新築

するといった場合、現在20名なんですが、施設

もよくて、先生方もしっかりと身分保障して、

より充実した療育体制がとれれば、本当にもう

周りの１市３町だけじゃなくて、川西、南陽か

らも通院したいというお子さんいらっしゃるん

じゃないかなと思ってます。 

 そういったことも考えますと、多分、建設費

は２億円から３億円ぐらいは、土地代除きでか

かるだろうと。今、市で直営でいたしますと補

助対象にならないんですよね。ですから、全て、

要は単独起債、単独事業でやらざるを得ない。

そしてあと、肝心の職員なんですけども、一昨

年から、私ども20数年ぶりに保育士さんを職員

として採用して、ことしも採用いたしまして、

２名採用いたしましたけども、今、一生懸命働

いている方はそのまま、やっぱりご本人の希望

があればきちんと身分保障して正職員にしてあ

げたいと。 

 ただし、その場合、市の職員というのはなか

なかハードルが高いんですよね。市の職員につ

いては、やっぱりある程度規定がきちっとした

ものがありまして、年齢制限であったり、実績

でそのままスライドできるものではございませ

ん。したがいまして、例えば建物の補助という

ことを考えた場合、社会福祉法人とかＮＰＯな

んかですと、３分の２の補助を受けることがで

きるんですね。そうしますと、例えば仮に３億

円かかると、土地については、私ども市が準備

して、３億円のうち２億円を国と県から支援し

ていただいて、市も支援するわけですけど、２

億円は、１億円は事業主が負担すると、それを

長井市が肩がわりするということで、社会福祉

協議会に移管したいというのが、実は私どもの

考え方で、そうしますと、社会福祉協議会の職

員として、正職員として、そういう、引き続き

雇用させていただきたいと。そうしますと、身

分もしっかりできますし、そして、社会福祉協

議会ですと、私ども長井市と一体の福祉、地域

の福祉を担っていただく社会福祉法人でありま

すので、我々の意向と一緒になってできるんで

はないかなというふうに思っておりまして、そ

れが本音でございます。そのために、昨年から

社会福祉協議会の体制を、議会のご了解を得て、

常勤の常務を置いていただいて、今、改革を行

っているところです。 

 そして、かつて10年ぐらい前までは職員が50

名、60名だったんですが、今もう140名いるん

ですよね。その中で、常勤の役員が誰もいない

と。こんなことではだめだと。しかも、私ども

は西根の児童センター以外、児童センター４つ

の園は、社会福祉協議会に指定管理でお願いし

てるわけなんですね。そんなこともあって、も

っと社会福祉協議会と、我々一体になっていか

ないと、よりよい地域福祉はできないというこ

とから、移管をするという手続を、今、準備し

ているところでございます。 

 その中で、場所は２カ所ほど考えられるだろ

うと。市の施設、市の土地ということでいいま

すと、新しい市庁舎の周辺で建てられるところ

がないか、例えば子育て世帯応援施設をつくる

わけですね。屋内の子供の遊戯施設、当然、障

がいをお持ちのお子さんも、幼児、乳幼児から

いろんなタイプで使えるような施設があります

から、やっぱりできればそこで遊ばせてあげた

いなと。ですから、その近くがいいのかなと。

そこが、もし何らかの理由で違うほうがいいと

いった場合は、せせらぎの家というのがあるん

ですが、その隣に土地があります。これ、せせ
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らぎさんですと、その後もいろんなサポートも

含めてできるのかなと。そこも市の土地であり

ますので、そこを利用できるんじゃないかなと

考えているところでございます。 

 いろいろもっと詳しいことも申し上げたいん

ですが、ちょっと最初、前置きを話してしまっ

たもんですから、この辺にさせていただきたい

と思いますが、保護者の方からのご意見などは、

市で引き続きしてほしいと、それぐらい市を信

頼していただいているんだということは、大変

ありがたいんですが、施設を新しくして、そし

て、頑張ってる職員の方を身分保障するには、

やはり社会福祉協議会のほうがスムーズだなと

いうふうに思っておりますので、ぜひ、その線

で、１度、意見交換会で直接話し合いなどもさ

せていただければと考えているところです。 

 続きまして、２点目の木質バイオマス発電所

の件について、ご答弁申し上げます。 

 議員のほうから、臭気対策がまだ納得できな

いとのことについて、長井市としての対策はど

うなのか、市としてできることはあるのか、こ

れ、ないのかというようなご質問でございます。 

 この件については、やはり議員からありまし

たように、実は県のほうから、環境エネルギー

部のほうから、突然、何とか長井市でつくらせ

てくれと。土地を何とか選定してくれないかと

いうことがあって、実は私どもバイオマス発電

を最初から誘致するつもりはなかったわけです

けども、少しでも雇用がふえるということで、

当時、平成25年あたりでございましたんで、ま

だまだ有効求人倍率少なかったと、低かったと

いうこともあって、協力いたしました。結果と

して二転三転したんですが、現在の場所に何と

か地権者含め、周りの方々のご協力を得て建設

に至ったということなんですけども、市のほう

では、事業者であります、ＮＫＣながいグリー

ンパワー株式会社と環境保全及び公害防止に関

する協定書を、創業前の平成28年８月に締結し

ております。当然、ここには直接的ではござい

ませんが、県の企業誘致ということで、二転三

転はしましたけど、県もかかわってるというこ

とから、県と私ども長井市、そして地元と事業

者というかかわりの中で、この辺はきちっと整

理してきたつもりでおります。 

 この協定書では大気汚染防止、木質汚濁等の

防止、騒音・震動防止、悪臭防止、廃棄物等の

処理についての基準値遵守及び対策を想定して

おります。騒音・震動防止の項目では、早朝、

夜間及び休日に稼働する場合は必要な対策を講

じ、地域住民のために配慮するとしており、悪

臭防止の項目では、関係地域の良好な生活環境

を保全するため、悪臭防止に万全を期すものと

しております。 

 この協定書に基づきまして、住民からの苦情

や要望に対して、適切に対応していただくよう

グリーンパワーに要請するとともに、ご納得い

ただけるよう、さらなる具体的な対策を引き続

き講じていただけるよう指導してまいります。 

 なお、ご承知のとおり、グリーンパワーのほ

うは、非常に誠実に対応していただいてると。

ただ、オペレーションがまだ上手じゃないもん

ですから、においがまだ発生するんだそうです

ね。同質の設備である村山のほうは、においが

ほとんどしないと。ですから、もう少し熟練度

が高くなるとにおいがしなくなるだろうと言わ

れております。 

 このにおい消すためにいろんな施策を講じた

のが、それが騒音につながってるということで、

この辺については担当のほうから、また別途、

答弁があるかと思いますけれども、ぜひ真摯に

対応するように、私どもも市民の皆様の立場に

立って、しっかりと、なかなかすぐに納得いた

だけないかもしれませんけれども、少しでも早

く納得いただけるように努力してまいりたいと

思いますんで、よろしく今後ともお願いいたし

ます。以上でございます。 
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○平 進介議長 小関浩幸厚生参事。 

○小関浩幸厚生参事 私には、すみれ学園の施設

に問題はないのかというご質問でございますが、

現在の施設は、議員からありましたように、昭

和42年に建設された軽量鉄骨モルタル平家づく

りでございます。平成28年度の移転の際に、危

険箇所の点検を行い修繕等を行っております。 

 各保育室、そして職員室にはエアコンも、順

次、取りつけを行いました。しかし、建物が古

いために、毎年、何かしらの修繕は行わなけれ

ばならず、今年度は以前からひびが入っていた

手洗い場、それにトイレの壁の修繕を行う補正

を、この９月議会に上程させていただいており

ます。 

 あわせて、このたびの工事で男子用の小便器

は、子供用に交換する予定でございます。 

 個室のトイレにつきましても、踏み台を設け

たり、絵を張ったり、職員の方々が工夫をして、

できるだけ使いやすいように努力していただい

ているところでございます。 

 安全に安心して使えるよう整備してはござい

ますが、鈴木富美子議員おっしゃるとおり、築

50年を過ぎた施設でございますので、入り口の

段差であったり、構造上、すぐに解消できない

部分もございます。現施設のままいつまでも修

繕、整備をしていくわけにはいかない施設でご

ざいますので、市長からありましたように、運

営を含めまして、今後どのように施設整備をし

ていくべきか、今、検討しているところでござ

いますので、よろしくお願いいたします。 

○平 進介議長 加藤潤子子育て推進課長。 

○加藤潤子子育て推進課長 鈴木富美子議員から

のご質問にお答えいたします。 

 まず初めに、児童発達支援事業所長井市すみ

れ学園の現在の場所への移転の経過についてで

す。 

 すみれ学園は、先ほど市長からありましたと

おり、昭和54年に、花作町に心身障がい児小規

模通園施設として新築、開所いたしました。開

所につきましては、養護学校の義務教育化に伴

いまして、約7,000人の設置陳情の署名を受け

て、市が決定いたしたものです。 

 利用児童数は、昭和54年当時は９名でござい

ました。昭和58年度は15名という年もありまし

たが、以降は５名前後に推移しておりました。

平成24年は３名、平成25年は２名、平成26年は

６名でございます。 

 開所は週３回、月、水、金の午前中の開所で

したが、保護者の要望が多く寄せられましたの

で、平成27年４月からは、月曜日から金曜日ま

で、平日は毎日開所、さらに平成27年７月から

は、時間を９時から15時に延長し対応してまい

りました。 

 建物につきましては、花作町の建物は床全体

が建物の中央に傾斜しており、また、部屋数に

つきましても、児童が使用できるスペースは保

育室28.2平米と指導訓練室49.5平米の２部屋の

みでしたので、活発に動き回る児童にとっては

狭く、常にほかの児童との衝突が懸念されてお

りました。さらには、園庭がございませんで、

最も近い四ツ谷の児童公園までは約700メート

ルありましたので、さらに移動には約30分要し

ておりまして、十分なサービスを提供できてい

ないことで、改善策を検討しておりました。 

 また、一方で平成28年４月ごろの旧清水保育

園でございますが、平成23年度までの清水保育

園が保育を実施、平成24年度ははなぞの保育園

の分園として利用しておりました。その後、平

成25年度からＮＰＯ法人による放課後等デイサ

ービスとして活用しておりましたが、この放課

後等デイサービスが屋城町へ移転を行ったため、

平成28年４月からはあいている状態になってお

りました。 

 旧清水保育園は、児童が使用するスペースも

165.6平米の遊戯室と約35平米の保育室が４つ

あり、施設のすぐ隣に清水公園があることから、
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広々と利用できるという考えになり、清水町地

区と保護者のご理解をいただきまして、平成28

年７月に移設となったものです。 

 次に、長井市すみれ学園の現在の利用者の人

数と市外からの利用数はでございますが、令和

元年９月１日現在の契約者数で申し上げますと、

全部で20名になります。うち長井市11名、南陽

市からは３名、飯豊町から３名、白鷹町からも

３名のお子さんが通所されていらっしゃいます。 

 最後に、長井市すみれ学園の支援内容につい

てです。 

 すみれ学園の活動内容といたしましては、主

に大きく５つの支援を行っております。 

 １つ目は個別支援です。個別支援は、園児一

人一人の障がい特性や気になるお子さんの発達

段階を理解し、個別支援計画を作成し、それに

基づき、個々の成長に合ったかかわりを行って

います。 

 ２つ目の家族支援です。ご家族の悩みやお子

さんへのかかわり方を一緒に考え、ご家族との

面談も積極的に行っております。 

 ３つ目は集団支援です。集団遊びを通して、

お互いに尊重し合う心を大切にし、活動の中か

ら周りとのかかわりや社会のルールなどを一緒

に考え、集団生活へのスキルトレーニングを行

っています。 

 ４つ目は生活習慣支援として、基本的な生活

習慣である食事、排せつ、着脱衣、睡眠などを

自分で身につけていくために、発達段階に合わ

せてかかわりを行っております。 

 最後に、地域連携として、一人一人のお子さ

んにかかわっている保育所等、医療機関、相談

支援事業所、行政機関などと連携し共通認識の

中で支援ができるよう、支援会議を開催してい

ます。 

 そのほかにも、保護者支援、保護者研修会で

は、療育センターの職員の方から障がいの理解

とかかわりについての講演会を企画し、すみれ

学園以外の保育所にも声かけして、多くの保育

士の参加をいただきました。また、毎月開催し

ている保護者会はすみれカフェと名づけ、お茶

を飲みながら、保護者同士、気軽に悩みを話し

たり、お互いアドバイスをしたりする場になっ

ていますし、年に数回は卒園された保護者の方

も参加し、就学のことなど、先輩ママとしてア

ドバイスやお話をできる機会を設けているとこ

ろです。 

○平 進介議長 金子 剛市民課長。 

○金子 剛市民課長 私のほうには、バイオマス

発電所の課題について、地元からの苦情につい

ていつごろからあったのか、どのような内容な

のか、また、地元への対応はどのように行った

のか、対処について改善されたのかについてで

ございます。 

 住民から、ＮＫＣながいグリーンパワー株式

会社に対して、臭気に関する苦情については、

平成29年６月の創業時からございました。その

後も臭気を問題視するお二方から、数カ月に１

回程度の割合で苦情が寄せられております。 

 グリーンパワーのバイオマス発電所では、木

質チップをいぶして、可燃性ガスを発生させ、

ガスによって発電するため、薫蒸のにおいが常

に発生し、施設の外に漏れ出た臭気が風向きに

よって時折流れるものと考えられています。 

 なお、臭気の質は炭焼き小屋と同質のもので、

程度は環境保全及び公害防止に関する協定書に

即したものになっております。 

 グリーンパワーでは、お二方の苦情への対応

として、平成30年３月に、木質チップのコンベ

ヤーから臭気が漏れ出ないよう、臭気対策工事、

工事費約110万円を実施しております。また、

平成31年１月には、既設のガスファンダクトを

撤去し、新規ガスファンダクト据えつけ工事、

こちらは工事費約1,000万円となっております、

こちらを実施しております。 

 この工事によりまして、漏れ出る臭気は大き
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く改善されておりますが、大型のファンのため

に、新たに騒音の苦情が発生したものでござい

ます。 

 ことし６月８日に議員も出席されました、地

元区長を交えた住民とグリーンパワー社長ら会

社側との話し合いが行われ、会社側は引き続き

よりよい環境のための具体的な対策を継続する

というふうに約束しております。 

 また、７月に煙突の消音器取りつけ工事と冷

却等の角度変更など、騒音対策工事、約250万

円、こちらも実施し、あわせて夜間のファンの

出力を抑制し、騒音対策を講じておるとしてお

ります。 

 さらに、今、丸太で高さ４メートルの壁を設

ける工事も、現在、計画しているということを

お聞きしております。こちらについては、10月

中に完成する見込みとのことです。 

 これら、１月、７月、９月の対策工事を経て、

臭気、騒音ともに改善されるものと考えており

ますが、これ以降も、機械のトラブルであった

り、電圧の急上昇や落雷等による停電、こちら

が起こりますと、臭気が発生する可能性もある

ということですので、引き続き苦情に対する丁

寧な対応を指導してまいりたいというふうに考

えております。 

○平 進介議長 10番、鈴木富美子議員。 

○１０番 鈴木富美子議員 それぞれ、ご提案、

丁寧なご答弁ありがとうございました。 

 初めに、すみれ学園について、もう一度市長

にお伺いしたいんですが、社会福祉協議会とい

うことで、前にもお話をいただいて、宇津木議

員のときにお話をいただいていたと思いますが、

これから庁舎を建てて、それからとなりますと、

もう何年も先の話になってしまうような気がす

るんですが、その点、子供たちはどんどん大き

くなっていくので、その点はどのように捉えて

いますか。 

○平 進介議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 先ほど申し上げたのは、保健セ

ンターの話なんですよ。保健センターが庁舎建

てた後、二、三年後ということで、社会福祉協

議会の体制が整い次第、早速、移管の手続をと

って、そして建設のための県、国の要望といい

ますか、補助金の見通しをお願いしてやってい

くということですから、早ければ来年度、こと

しはちょっと移管の手続どうかですが、来年度

移管して、来年度中に実施設計とか入れるんじ

ゃないかなと思ってますね。再来年あたり工事

に入ると、１年で完成だと思いますんで、３年

後には新たな施設でいけるんじゃないかと。職

員の皆さんの身分移管も来年、令和２年あたり

にできないかなと。３年からは今のところで、

３年のところは清水町でやっていきますけども、

４年からは新しいところで、ぜひ子供たちに安

心して遊べるように、療育できるようにしてい

きたいという考えでおりますので、多分、移管

については社会福祉協議会の理事とか、あとは

評議員の方も特に反対はないというふうに今の

ところ聞いておりますので、できるだけ早く、

そういった手続を済ませたいというふうに考え

ております。 

○平 進介議長 10番、鈴木富美子議員。 

○１０番 鈴木富美子議員 午前中に勝見議員か

ら、障がい児の発達支援のお子様の件で、学校

のほうにもいろいろ問題があるということで、

支援をふやしてほしいという、何かの意見も出

たんですが、やはり小さいうちにこういう子供

さんを見つけて、特性をつかんでいただければ、

学校に上がっても先生方も理解が得られてうま

くいくのではないかと思って、本当に大事な施

設だと思っておりますので、早目にというか、

納得していただいて、ぜひ移管のほうに進んで

いければと市長に力を入れていただきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

 あとバイオマスの件ですが、村山にできてる

バイオマスにつきましては、全然音は問題がな
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いとお聞きしております。寺泉のほうもそう思

っていたんですが、やはりいろんな問題が次か

ら次に出てきまして、話し合いしたときに、ど

こかの壁が薄いんじゃないかとかいろいろ、建

物そのものの壁がちょっと薄いのではないかな

という話もお聞きしてますので、バイオマスの

ほうでは、いろいろ今、会社のほうではいろい

ろ手だてをしておられます。 

 しかしながら、やはり地元の方が毎日寝られ

ないとか、毎日のように電話が来たりすると、

やはり何かの手を打たないといけないかなと思

いますが、先ほど市民課長が、これからも丁寧

に指導していきたいということをおっしゃりま

したが、どんなご指導をしていけるのかどうか、

ちょっとお聞きしたいんですけど。市民課長に

お聞きします。 

○平 進介議長 金子 剛市民課長。 

○金子 剛市民課長 先ほど話し合いの中で、グ

リーンパワーの社長らの中で、引き続きよりよ

い環境のために、具体的な対策を講じるという

ような約束をしていただいたということがあり

ましたので、まず、原因を把握する、騒音であ

るとか臭気については、これで終わりというこ

とではなくて、この対策を行って、まだ足りな

いのであれば、さらに別な対策をとるというこ

とで、引き続き具体的に行っていくということ

ですので、それについて、住民の方の意見を聞

きながら、会社側に申し出るというような形に

なると思います。 

○平 進介議長 10番、鈴木富美子議員。 

○１０番 鈴木富美子議員 会社側としても、一

生懸命手だてをしていると私も思います。 

 誘致した長井市としては、どのように市長は

考えられますかね。間に入った長井市として、

何かできることがあるのかなということもある

んですが、お考えをお聞かせください。 

○平 進介議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 長井市のほうとしては、まず、

住民の方からそういった苦情が出た際に、しっ

かりと対応できるように協定書を結んでるって、

先ほどお話ししましたけども、その中でやっぱ

り原因をきちっと突きとめながら、それなりの

対応をしっかりとしていただくと。いろいろな

原因が考えられると思うんですが、村山のほう

はにおいがないんだそうですよね、こんなに。

先ほどちょっと答弁の中でもお話ししましたけ

ども、これはちょっと人によって見解が違うか

なんですが、少し熟練度がやっぱりまだ下手な

のでにおうっていうんですよね。ただ、そこの

ところが何とも私どもしてわからないんですけ

ども、市のほうとしては、あくまでも地元の住

民の皆様から苦情出ないように、それをしっか

りと私どもの協定の名において対応してもらう

と。場合によっては、夜間なんかうるさくて眠

れないという場合は、夜間の操業を一部停止し

てもらうとか、そういったことなどもやっぱり

お願いしていかないといけないだろうと。抜本

的に直していただかないと、やっぱり私どもと

してはそうじゃない施設ということで聞いてた

わけですから、においはしないんだと。 

 ただ、一番は村山の施設からいいますと、蒸

気が発生すると。その蒸気が非常に煙じゃない

かって誤解されるんだけども、その排水を流す

ということに対して、やっぱり一部、環境に影

響が出るんじゃないかとか、いろいろ言われて

たんですが、においについては、ほとんど気に

ならないにおいだというふうに聞いてたのに、

それがにおうので、それを消すために脱臭のダ

クトをつくった、その音でうるさいわけですよ

ね。ですから、対応して、結果、ファンがうる

さいということなんで、もうまずにおいが一番

気になったということなんで、そのにおいのと

ころの原点に戻ってやれないのかなというふう

に思いますが、直接、私も工場長を初め社長な

んかとも話してないので、こういう問題が長続

きする場合は、やっぱり申し入れをしながら、
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私も直接お願いをしながらしていきたいと思っ

てます。 

 なお、以前は特に川原沢の地区から来たんで

すが、木材を西村山のほうから運んでくるんで

すね。それで、県道からじゃなくて、どういう

わけか川原沢の集落を通ってくるということで、

これはだめだろうということで注意したら、す

ぐ違うルートが来ましたし、地元の皆様にはし

っかりと理解いただけないと、自分たちも営業

できないんだということはきちんと理解されて

るようなんで、真摯な対応をしていただけると

思いますんで、被害者の方には納得いただける

ような対応を、ぜひとっていただくように、今

後とも粘り強く話していきたいと、要請してい

きたいと思います。 

○平 進介議長 10番、鈴木富美子議員。 

○１０番 鈴木富美子議員 ぜひ、本当バイオマ

スのＮＫＣのほうも一生懸命対応なされており

ますが、時間がやっぱりかかるので、少し工事

にしても何にしても、そこは仕方ないと私も思

ってます。本当に丁寧な、毎日のように騒音を

調べにきたりしてますので、そこは地元の方と

も摩擦がないように、市としてもきちんとした

対応していくべきだと私も思いますので、やっ

ぱりここはきちんと市で捉えていただきまして、

お願いしたいと思います。 

 私からは以上で質問を終わります。ありがと

うございました。 

 

 

   散     会 

 

 

○平 進介議長 本日は、これをもって散会いた

します。 

 再開は、明日午前10時といたします。ご協力

ありがとうございました。 

 

 

    午後 ４時０７分 散会 


